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平成２６年第１回竹原市議会定例会会議録 

 

平成２６年３月１９日開議 

  （平成２６年３月１９日） 

        

議席順 氏     名 出  欠 

１ 山  元  経  穂 出 席 

２ 高  重  洋  介 出 席 

３ 堀  越  賢  二 出 席 

４ 川  本     円 出 席 

５ 井  上  美 津 子 出 席 

６ 山  村  道  信 出 席 

７ 大  川  弘  雄 出 席 

８ 道  法  知  江 出 席 

９ 宮  原  忠  行 出 席 

１０ 片  山  和  昭 出 席 

１１ 北  元     豊 出 席 

１２ 稲  田  雅  士 出 席 

１３ 松  本     進 出 席 

１４ 脇  本  茂  紀 出 席 

 

  職務のため議場に出席した者は，下記のとおりである 

    議会事務局長                   西 口 広 崇 

    議会事務局係長     住 田 昭 徳 
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説明のため議場に出席した者は，下記のとおりである 

 

職      名 氏    名 出 欠 

市         長 吉 田   基 出 席 

副    市    長 三 好 晶 伸 出 席 

教    育    長 竹 下 昌 憲 出 席 

総 務 部 長 今 榮 敏 彦 出 席 

総 務 課 長 桶 本 哲 也 出 席 

情 報 化 推 進 室 長 桶 本 哲 也 出 席 

企 画 政 策 課 長 福 田 吉 晴 出 席 

財 政 課 長 塚 原 一 俊 出 席 

税 務 課 長 沖 本   太 出 席 

会 計 管 理 者 前 本 憲 男 出 席 

監 査 委 員 事 務 局 長 桶 本 哲 也 出 席 

選挙管理委員会事務局長 今 榮 敏 彦 出 席 

市 民 生 活 部 長 谷 岡   亨 出 席 

市 民 健 康 課 長 森 野 隆 典 出 席 

まちづくり推進課長 宮 地 憲 二 出 席 

文 化 生 涯 学 習 室 長 堀 信 正 純 出 席 

忠 海 支 所 長 森 野 隆 典 出 席 

人 権 推 進 室 長 谷 岡   亨 出 席 

福 祉 課 長 平 田 康 宏 出 席 

子 ど も 福 祉 室 長 井 上 光 由 出 席 

建 設 産 業 部 長 後 藤 博 光 出 席 

産 業 振 興 課 長 中 川 隆 二 出 席 

商 工 観 光 室 長 國 川 昭 治 出 席 

建 設 課 長 大 田 哲 也 出 席 

都 市 整 備 課 長 有 本 圭 司 出 席 

区 画 整 理 室 長 有 本 圭 司 出 席 

上 下 水 道 課 長 沖 谷 秀 一 出 席 

農業委員会事務局長 中 川 隆 二 出 席 

教育委員会教育振興課長 久 重 雅 昭 出 席 

教育委員会学校教育課長 亀 井 伸 幸 出 席 

公 営 企 業 部 長 後 藤 博 光 出 席 
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付議事件は下記のとおりである        

 日程第 １ 議案第３１号 平成２６年度竹原市一般会計予算（予算特別委員会） 

 日程第 ２ 議案第３２号 平成２６年度竹原市国民健康保険特別会計予算（予算特別

委員会） 

 日程第 ３ 議案第３３号 平成２６年度竹原市貸付資金特別会計予算（予算特別委員

会） 

 日程第 ４ 議案第３４号 平成２６年度竹原市港湾事業特別会計予算（予算特別委員

会） 

 日程第 ５ 議案第３５号 平成２６年度竹原市公共下水道事業特別会計予算（予算特

別委員会） 

 日程第 ６ 議案第３６号 平成２６年度竹原市公共用地先行取得事業特別会計予算

（予算特別委員会） 

 日程第 ７ 議案第３７号 平成２６年度竹原市介護保険特別会計予算（予算特別委員

会） 

 日程第 ８ 議案第３８号 平成２６年度竹原市後期高齢者医療特別会計予算（予算特

別委員会） 

 日程第 ９ 議案第３９号 平成２６年度竹原市水道事業会計予算（予算特別委員会） 

 日程第１０ 議案第４０号 竹原市副市長の選任につき議会の同意を求めることについ

て 

 日程第１１ 発議第26－１号 地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定の

ための法改正に関する意見書（案） 

 日程第１２ 発議第26－２号 労働者保護ルール改悪反対を求める意見書（案） 

 日程第１３ 閉会中継続審査（調査）について（議会運営委員会・総務文教委員会・民

生産業委員会） 
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              午前１０時２７分 開議 

議長（稲田雅士君） ただいまの出席議員１４名であります。定足数に達しておりますの

で，直ちに本日の会議を開きます。 

 お手元に日程表その２を配付いたしております。その日程表のとおりの会議を進めま

す。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１～日程第９ 

議長（稲田雅士君） 日程第１，議案第３１号平成２６年度竹原市一般会計予算から日程

第９，議案第３９号平成２６年度竹原市水道事業会計予算までの９件を一括議題といたし

ます。 

 事務局職員から報告文を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 予算特別委員会委員長の報告を求めます。 

予算特別委員会委員長（道法知江君） ただいま事務局職員が朗読をいたしましたとお

り，当委員会へ付託された議案第３１号平成２６年度竹原市一般会計予算，議案第３２号

平成２６年度竹原市国民健康保険特別会計予算，議案第３３号平成２６年度竹原市貸付資

金特別会計予算，議案第３４号平成２６年度竹原市港湾事業特別会計予算，議案第３５号

平成２６年度竹原市公共下水道事業特別会計予算，議案第３６号平成２６年度竹原市公共

用地先行取得事業特別会計予算，議案第３７号平成２６年度竹原市介護保険特別会計予

算，議案第３８号平成２６年度竹原市後期高齢者医療特別会計予算，議案第３９号平成２

６年度竹原市水道事業会計予算につきましては，全体会議並びに専門項目ごとにそれぞれ

分科会において慎重審査いたしました結果，当予算特別委員会としては９会計全てを原案

のとおり可決すべきものと決定しましたので，御報告いたします。よろしく御審議の上，

御決定のほどお願い申し上げます。 

議長（稲田雅士君） 質疑を省略し，これより順次討論，採決をいたします。 

 議案第３１号平成２６年度竹原市一般会計予算について，委員長の報告は原案のとおり

可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 議案第３１号２０１４年度，平成２６年度の竹原市一般会計予算
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に私は反対討論を行います。 

 安倍政権の経済政策アベノミクスによる生活物価の上昇，その一方で賃金や年金の引き

下げ，医療や介護の負担増と給付減など，社会保障の大改悪で，国民の苦しさの困難さが

増しています。４月１日から消費税増税を強行すれば，国民の暮らしや日本経済は沈没し

かねません。今こそ，消費税増税は即刻中止すべきです。社会保障充実などの財源はあり

ます。無駄な大型公共事業や軍事費を削減し，所得税最高税率の引き上げ，法人税率の累

進化など，応能負担の原則に基づく国民本位の民主的税制へ転換すれば，消費税増税をし

なくても，社会保障などの財源はつくれます。東日本大震災の復興財源を確保する企業向

けの特別法人税を４月から１年前倒しで廃止する一方で，個人への復興特別所得税は継続

であります。国民には，２５年間で８兆円の増税なのに対し，企業向けには２５年間で２

０兆円の減税が恒久的に実行されるわけであります。こんな不公平な税制は断じて許され

ません。 

 竹原市の一般会計，特別会計等の消費税影響額は，５％で１１億６，４００万円，８％

で１３億７，４００万円で，消費税３％増税分は２億１，０００万円です。工事費，物件

費，国保，介護，後期高齢者医療，上下水道の使用料等々，消費税または消費税増税分

は，市民生活にも重大な影響を与えています。竹原市の地方消費税交付金は，１４年度予

算で３億１，４００万円，竹原市消費税総額１３億７，４００万円の２３％であります。

こんな不公平，不公正な消費税増税は，中止すべきと考えます。竹原市の２０１４年度予

算は，２年前に続き，国民健康保険税の均等割，平等割額の１２．３％引き上げや後期高

齢者医療保険料の均等割，所得割，賦課限度額の引き上げが行われています。収入の低下

と各種負担増という市民生活が大変困難を強いられる中で，さらに市の医療保険の負担増

は，市民の医療を受ける権利を奪い，市民の健康と命を脅かしかねません。今こそ，竹原

市は，地方自治法に定める第１の仕事である市民の命と健康を守るために，市独自の負担

軽減，また減免の措置を実行すべきであります。２０１３年度末の各種基金残高は，約４

３億円です。教育，介護を除いても，十分な財源はあります。市民の福祉を増進させる有

効な基金の活用を強く求めるものです。 

 次は，主な公共事業のあり方と，その予算措置についてであります。 

 安心・安全の学校づくりで最も大切なことは，東日本大震災の教訓を生かすことであり

ます。私は，昨年の予算措置でも学校施設の耐震化を強く求めました。なぜ竹原西幼稚園

や大乗幼稚園の耐震化を実施しないのか。忠海西小学校体育館の耐震化は，震度６強の地
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震では安全が担保できません。吉名小学校の校舎は昭和４８年建設で，Ｉｓ値が０．４４

で，大規模地震では倒壊する危険性があるとされています。子供の命を脅かすことは断じ

て許されないと考えます。３月１４日に，御存じのようなマグニチュード６．２の伊予灘

地震が起こりました３月１５日付の中国新聞には，南海トラフで近い将来起こるとされる

巨大地震の前ぶれなのか，また山口大学大学院教授は，２０１１年の芸予地震と同様に，

南海地震の引き金の一つ，その発生を早めたと考えてよいのではないかと報道されていま

す。 

 私は，南海トラフの巨大地震に備えた幼稚園，小・中学校施設の耐震化を繰り返し強く

求めるもであります。 

 忠海中学校区小中一貫校施設整備事業が約１２億円計上されています。私は，保護者の

反対がある小中一貫教育を強引に進めることは許されないと思います。十分な時間をかけ

て，小中一貫教育の内容を説明し，保護者の意見を尊重すべきと思います。 

 次に，新開土地区画整理事業や圃場整備事業，竹原工業団地の企業誘致関連事業，忠海

中央線などの県営道路やダム関連事業に伴う赤坂中仁賀線など，従来型の公共事業等の予

算措置は，費用対効果，すなわち経済波及効果や緊急度，必要度など明確な説明責任を果

たすべきであります。今こそ，生活密着型，経済循環型の公共事業へ転換すべきと考えま

す。 

 次は，新しいごみ処理施設等の整備に伴う負担金が２０１４年度１，０１４万８，００

０円計上されています。私は，可燃ごみの大規模焼却施設建設ありきではなく，竹原市の

一般廃棄物を循環社会基本法の理念に基づいて資源化，リサイクル化を早急に具体化すべ

きであります。 

 次は，常備消防委託料２０１４年度は，４億４，０６５万１，０００円です。この委託

料は，繰り返し指摘になりますが，消防組織法第６条に定める市の責務を放棄し，市民の

生命，財産を東広島消防局に丸投げする予算措置と考えます。竹原市が市民に直接責任を

持てる消防活動組織に改めることを強く指摘したいと思います。 

 次は，情報通信基盤整備と活用についてです。 

 公設の光通信基盤は，全ての竹原市民にひとしく必要な防災行政情報等を提供しなけれ

ばなりません。経済的負担による情報提供の格差があってはなりません。この是正を強く

求めるものです。同時に，緊急雇用対策基金事業等は，本来の目的趣旨に沿った資質に限

定し，十分な指導，チェックをすべきであります。 
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 次は，農林水産業に従事し，なりわいできる環境づくりは，大変な困難があっても，竹

原市が責任を持たなければならない喫緊の課題と考えます。自民党安倍政権の公約違反の

ＴＰＰ参加は，断じて許されません。同時に，竹原市は，もっと真剣にＴＰＰ即時撤退に

向けた農業・医療関係者等の連携を図るべきであります。竹原市は，再生産できる価格保

障や所得保障の支援策の第一歩を踏み出し，次の世代を担う若者が農業や漁業などをなり

わいとして成り立つ仕組みをつくらなければならないと思います。 

 次は，人権推進事業費等についてです。 

 同和問題の地対財特法が失効して１１年余りがたちます。竹原市内では，部落差別に起

因する結婚差別，就職差別は発生しておりません。しかし，従来どおりの事業費が予算化

されています。部落解放団体の補助金５０万円，部落解放研究所補助金３万１，０００

円，吉名隣保館の館長報酬等２０４万７，０００円，人権センター事業の生活相談員報酬

等２０４万８，０００円等々であります。この予算の削減，是正を強く求めておきます。 

 最後に，厳しい経済状況の中で，市民の生活や業者の営業は大変苦境に追いやられてい

ます。その上，消費税増税の負担が重くのしかかれば，市民，零細業者の暮らしが窮迫す

ることは必至であります。重税と言われる健康保険税や介護保険，後期高齢者医療保険な

どの負担軽減，減免措置を巨額の基金の一部を有効に活用してでも早急に実施することを

繰り返し強く求めておきます。私は今こそ，不要不急の公共事業や無駄な予算措置は抜本

的に見直すべきです。住宅改修助成事業費や耐震改修促進事業費補助金を大幅，大胆に増

額して，地元業者の仕事を増やし，地域経済を元気・活性化することが緊急に必要であり

ます。また，市内の急傾斜地崩壊対策事業が必要な危険箇所３２４カ所です。市民の命と

安全を守るために，危険箇所の安全対策を早急に計画的に実行すべきことを求めて，２０

１４年度一般会計予算に反対討論といたします。 

 以上です。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。委員

長の報告のとおり原案を可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 
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 議案第３２号平成２６年度竹原市国民健康保険特別会計予算について，委員長の報告は

原案のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 議案第３２号２０１４年度，平成２６年度の竹原市国民健康保険

特別会計予算に私は反対いたします。 

 ２年前に続いて，新年度の竹原市国民健康保険税の増税は，市民の医療を受ける権利を

奪い，憲法２５条の生存権を脅かすものです。２０１４年度の予算説明資料を見ると，２

０１２年度の国保加入者の所得は１００万円以下が３，５３２人，４９％です。市の国保

税を試算いたしますと，４０歳代夫婦，子供２人の４人家族で，所得１００万円で国保税

は年額１８万５，７００円，月額１万５，４７５円となります。竹原市国保税の滞納世帯

数は９２５件，加入世帯の１９．２１％です。短期保険証発行は１８３件，医療を受ける

権利を制限する資格証の発行は２６件であります。国保税の支払いが困難な人の医療を受

ける権利を侵害することは，憲法２５条の生存権を奪うものと考えます。即刻正規の保険

証発行を強く求めておきます。生活や暮らしを脅かす，今の高い国保税の負担を軽減する

ためには，国の第一義的な責務は言うまでもありません。同時に，竹原市は，各種基金約

４３億円の一部を取り崩して国保会計に充当することは十分可能であり，国保税の負担を

軽減することはできます。その実行を強く求めておきます。 

 以上で私の反対討論といたします。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。委員

長の報告のとおり原案を可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３３号平成２６年度竹原市貸付資金特別会計予算について，委員長の報告は原案

のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は委員長の報告のとおり原案を可決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３４号平成２６年度竹原市港湾事業特別会計予算について，委員長の報告は原案

のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は委員長の報告のとおり原案を可決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３５号平成２６年度竹原市公共下水道事業特別会計予算について，委員長の報告

は原案のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 議案第３５号２０１４年度，平成２６年度の竹原市公共下水道事

業特別会計予算に私は反対をいたします。 

 竹原市公共下水道使用料に占める消費税額は，２０１４年度５，４９０万７，０００

円，前年度が５，３６１万７，０００円です。４月１日から実施予定の消費税３％の増税

分は１２９万円となります。安倍政権の経済政策による物価上昇や社会保障の負担増と給

付減等々で，市民の暮らしが一層苦しくなってきています。４月１８日付中国新聞には

「消費税家計支出減らす７割」の見出しであります。１７年ぶりの消費税増税まで，あと

２週間に迫った。民間の調査では，増税に伴い家計の支出を減らすと答えた人が７割強に



- 250 - 

上り，内閣府の統計でも，消費者心理が悪化している，足元では増税前の駆け込み購入が

加速しているが，４月以降の家計のやりくりに不安を感じている消費者は多く，増税後の

消費の落ち込みは長期化するおそれもある，このように指摘をしています。 

 新年度予算に対する消費税増税分の負担軽減措置は，十分可能と考えるものでありま

す。とりわけ，低所得者や弱者への支援措置は緊急を要します。この支援措置を強く求め

て，私は議案第３５号公共下水道事業予算に反対をいたします。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。委員

長の報告のとおり原案を可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３６号平成２６年度竹原市公共用地先行取得事業特別会計予算について，委員長

の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は委員長の報告のとおり原案を可決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３７号平成２６年度竹原市介護保険特別会計予算について，委員長の報告は原案

のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 議案第３７号２０１４年度，平成２６年度の竹原市介護保険特別

会計予算に私は反対いたします。 
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 ２年前の介護保険料の大幅な値上げ，またこの４月からは消費税８％への増税が強行さ

れようとしています。市民の生活や暮らしにとって必要不可欠な介護，医療など，社会保

障の安全網を崩壊させかねません。予算資料を見ると，介護保険料の滞納者は１０３名，

滞納者への差し押さえ件数は，平成２４年度４件，平成２５年度１件です。新年度の予算

措置は，憲法２５条の生存権を守り，住民の福祉の増進を図るという自治体の責務に立ち

返って行政執行を強く求めておきたいと思います。 

 市内特養ホームの３施設，定員は１５３名，特養ホームの入所希望者は４０８名です。

市民のニーズ，生活実態を踏まえた特養ホーム等入所施設の待機者ゼロを目指し，大幅な

増床は喫緊の最重要課題と思います。また，在宅介護の訪問介護サービスの２４時間体制

の実施を強く求めておきます。 

 国は，介護保険外しを強引に進めようとしています。介護度が要支援１，２の竹原市民

は６１８人，この人の介護訪問，通所介護のサービスが負担増や制限されたら，生きるす

べを失うと言っても過言ではないと思います。特養ホームの新規入所者を要介護３以上に

限定することも大変な時代になりかねません。介護保険料あってサービスなしという事態

は，介護保険制度の根幹を崩壊させてしまいます。人間の尊厳が保障される介護保険制

度，社会保障の生存権を守ることを強く求めたいと思います。 

 以上で私の反対討論といたします。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。委員

長の報告のとおり原案を可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３８号平成２６年度竹原市後期高齢者医療特別会計予算について，委員長の報告

は原案のとおり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 議案第３８号２０１４年度，平成２６年度の竹原市後期高齢者医

療特別会計予算に私は反対します。 



- 252 - 

 後期高齢者医療の保険料は，各都道府県で２年ごとに改定される仕組みであります。７

５歳以上の医療費と人口の増加があれば，際限なく上がる仕組みであります。２年前の保

険料の大幅な値上げに続き，新年度予算では，保険料の均等割額，所得割額，賦課限度額

が引き上げられます。予算資料によると，保険料滞納者数は２０１３年度が２８件，短期

保険証発行件数は２１件です。保険税滞納者への差し押さえ等の懲罰を科することは，憲

法２５条の生存権から許されません。予算特全体質疑で明らかなように，月額年金が１万

５，０００円以下の人，無収入，無年金の人までが均等割の保険料を払わなければなりま

せん。最大の９０％軽減措置が実施されても，年額４，４０７円，月額３６７円の保険料

が課税されます。私は，緊急措置として，年金月額１万５，０００円以下の高齢者には，

保険料相当額を市独自の支援措置で給付することを強く求めておきます。私は，７５歳以

上の年齢区分を設けて２年ごとに保険料を引き上げる仕組みの後期高齢者医療制度は即刻

廃止すべきことを強く求めて，反対討論といたします。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。委員

長の報告のとおり原案を可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 議案第３９号平成２６年度竹原市水道事業会計予算について，委員長の報告は原案のと

おり可決すべきものとするものであります。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 議案第３９号２０１４年度，平成２６年度の竹原市水道事業会計

予算に私は反対します。 

 水道事業の責務は，生活用水等将来にわたって安定的に確保し，公共の福祉を増進させ

ることにあります。消費税増税８％が４月１日から強行されようとしています。竹原市の

水道使用料の影響額，増税分は約２，１７０万円です。特に，生活困窮者や生活弱者に対

する消費税や消費税分の負担軽減措置がなされておりません。 

 次に，広島県用水の受水費は，新年度予算で２億９６２万８，０００円です。水道事業
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費の２４％を占めています。県用水受水契約の解約等，抜本的な見直しによる水道事業費

の削減，また将来を見通した市独自の新たな水源開発を進めることを強く求めておきま

す。 

 最後に，昨年度２０１３年度から債務負担行為３億５，３３１万１，０００円で，委託

料１，６８１万５，０００円で東野水源施設の整備及び運転維持管理の業務をＪ－ＰＯＷ

ＥＲに委託しています。昨年度予算でも指摘しましたが，竹原市が自らこれを同規模の水

源開発及び維持管理するコストは，１立方メートル当たり１０３円２７銭です。Ｊ－ＰＯ

ＷＥＲへ委託しても，１立方メートル当たり１０１円であり，わずかなコスト差しかあり

ません。竹原市の将来の水源等を民間に依存してはならない。私は，強く指摘して，議案

第３９号２０１４年度水道事業会計に反対をいたします。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案のとおり可決すべきものとするものであります。委員

長の報告のとおり原案を可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１０ 

議長（稲田雅士君） 日程第１０，議案第４０号竹原市副市長の選任につき議会の同意を

求めることについてを議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

市長（吉田 基君） 議案第４０号竹原市副市長の選任につき議会の同意を求めることに

ついて，提案の理由を御説明申し上げます。 

 本案は，本市副市長の選任に当たり，地方自治法第１６２条の規定により議会の同意を

求めるものであります。 

 現副市長であります三好晶伸副市長が平成２６年３月３１日付をもって任期満了となり
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ますので，その後任として同氏を引き続き本市副市長に選任したいと考え，ここに提案す

るものであります。 

 三好晶伸氏は，昭和４６年３月大阪工業大学短期大学部を卒業し，昭和４７年４月竹原

市職員として採用され，建設課長，民生部長，建設産業部長を経て，平成２２年４月から

副市長の職につき，現在に至っております。その市行政に対する経験と知識は無論のこ

と，常に温かい人間性を基調として，今日まで行政一筋に情熱を尽くしております。市行

政の各分野において培われたその行政手腕と人格は，本市副市長として適任であると考え

るものであります。 

 何とぞ，御同意のほどよろしくお願いを申し上げます。 

議長（稲田雅士君） これより質疑に入ります。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 １３番。 

１３番（松本 進君） 私は，議案第４０号副市長の人事案に反対をします。 

議長（稲田雅士君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより起立により採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

議長（稲田雅士君） 起立多数であります。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１１ 

議長（稲田雅士君） 日程第１１，発議第２６－１号地方自治体の臨時・非常勤職員の待

遇改善と雇用安定のための法改正に関する意見書（案）を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 本案は，議長を除く議員全員の発議であります。よって，議案の説

明，質疑，討論を省略し採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，議案の説明，質疑，討論を省略す

ることに決しました。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１２ 

議長（稲田雅士君） 日程第１２，発議第２６－２号労働者保護ルール改悪反対を求める

意見書（案）を議題といたします。 

 事務局職員から議案を朗読させます。 

              〔事務局職員朗読〕 

議長（稲田雅士君） 本案は，議長を除く議員全員の発議であります。よって，議案の説

明，質疑，討論を省略し採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，議案の説明，質疑，討論を省略す

ることに決しました。 

 お諮りいたします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，本案は原案のとおり可決されまし

た。 

         ―――――――――――――――――――――― 

  日程第１３ 

議長（稲田雅士君） 日程第１３，閉会中継続審査（調査）についてを議題といたしま

す。 

 お手元に配付いたしておりますとおり，議会運営委員会委員長並びに各常任委員会委員

長から会議規則第７３条の規定に基づき，閉会中の継続審査（調査）の申し出がありまし



- 256 - 

た。 

 お諮りいたします。 

 それぞれの委員長から申し出のとおり，閉会中の継続審査（調査）とすることにいたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（稲田雅士君） 御異議なしと認めます。よって，それぞれの委員長から申し出のと

おり，閉会中の継続審査（調査）とすることに決しました。 

 以上をもって今期定例会に付議されました案件は全て議了いたしました。 

 市長より発言の申し出がありましたので，これを許可いたします。 

市長（吉田 基君） 閉会に当たりまして一言お礼の御挨拶を申し上げます。 

 去る３月３日に開会いたしました本定例会におきましては，平成２６年度の一般会計，

特別会計及び水道会計の各予算を初め，多くの案件につきまして終始精力的な御審議の

上，御決定をいただき，本日閉会の運びになりました。御決定いただきました新年度予算

の執行につきましては，本会期中に賜りました議会からの御意見，御提言を踏まえ，職員

一丸となって，効果的，効率的で円滑な事業運営に努め，元気で住みよい竹原市づくりに

全力で傾注してまいりたいと考えております。 

 さて，我が国においては，いわゆるアベノミクス効果等により景気は徐々に回復基調に

あると言われておりますが，地方においてはいまだ実感に乏しく，また来月からの消費税

率引き上げに対する影響も懸念されるなど，依然として厳しい状況にあると認識されてお

ります。こうした状況のもと，ますます多様化する市民ニーズや地域の課題などを把握す

る中で，地域の活性化や市民の安心・安全な暮らしの確保に取り組むため，議員各位及び

市民の皆様とともに手を携え，市民目線に立った施策を推進するとともに，創意工夫を凝

らした施策の展開や独自の地域づくりを進めていく必要があります。 

 平成２６年度は，第５次総合計画の後期５年間のスタートの年であり，引き続き市民と

の協働によるまちづくりを一層推進するとともに，事業の適切な選択と集中に努め，持続

可能な行財政運営に取り組んでまいりたいと考えております。 

 終わりに，議員各位の御審議御決定に対し，重ねて感謝申し上げますとともに，今後と

も市政の円滑な運営と諸施策の推進に一層の御支援，御協力を賜りますようお願いを申し

上げ，お礼の御挨拶とさせていただきます。本日はまことにありがとうございました。 

議長（稲田雅士君） 閉会に当たり，一言御挨拶を申し上げます。 
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 皆様方におかれましては，新年度予算を初め，多くの重要案件につきまして連日熱心に

御審議いただき，ここに無事閉会の運びとなりましたことを厚くお礼を申し上げます。 

 そして，理事者側に申し上げます。 

 予算の執行に当たりましては，審議の過程において出されました各議員からの御意見，

御提言などを真摯に受けとめられ，今後の市政執行に十分に反映し，市民の安心かつ安定

した暮らしの確保に向け英知を絞り，職員一丸となって取り組まれるよう切に願いまし

て，閉会の御挨拶といたします。 

 これをもって平成２６年第１回竹原市議会定例会を閉会いたします。 

              午前１１時２１分 閉会 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

                               平成２６年 ７月 １７日 

 

              竹原市議会議長 
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              竹原市議会副議長 
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